
道頓堀川水質調査まとめ（2004～2022年度）
本校では、2004年度から継続して道頓堀川の水質について分析を行っています。2022年度までの全74回の結果か
ら、道頓堀川水質状況がどのように変化し、今どのような状況であるか、分析結果から以下のようにまとめました。特に、
道頓堀川で遊泳できるかどうかという観点でまとめていますが、ＢＯＤおよびＤＯについては厚生労働省の基準があり
ませんので、水質の状況を客観的に確認できる指標として、環境省の生活環境の保全に係る環境基準を比較対象と
しています。
各項目の経時的測定結果の詳細については、次ページ以降に記載しておりますのでそちらをご参照ください。

①濁度（上水試験法 視覚濁度）【数値が「高い」ほど「汚れている」ことを示します。】
濁度は川の濁りを示しますので、数値が高いほど汚れていることを示します。
2011年度と2020年度に悪化が見られましたが、2012年度からは数値の低下、すなわち水質の改善を示しており悪
化は一時的なものと考えられます。また、2020年度は比較的高い数値を記録しましたが、2021年度、2022年度と
減少傾向がみられ、今後も水質が改善していくと考えられます。
しかし、いずれの年度におきましても厚生労働省の定める「遊泳プール水質基準」の基準値「2度以下」を満たしてい
ないため、現状では道頓堀は遊泳に適さないといえます。

②BOD（JIS K0102)【数値が「高い」ほど「汚れている」ことを示します。】
BODとは、水中に存在する有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸素量のことで、高い数値を示すほ
ど汚れていることを示します。
各地点で夏に数値が上がり、冬に下がる季節性の傾向をとっているものの、環境省の定める「生活環境の保全に関
わる環境基準」の基準値「3mg/L」を満たしていない地点もあるため今後も動向を観測する必要があります。

③DO（JIS K0102)【数値が「低い」ほど「汚れている」ことを示します。】
DOとは溶存酸素の略称で、河川水中に溶け込んでいる酸素の量を示します。つまり河川において高い数値を示すほ
ど水生生物の住みやすい環境であるといえます。逆に低い数値を示すと悪臭の原因となる嫌気性微生物が繁殖しやす
い環境となり水が汚れる原因となります。また水温によって酸素の溶解度が左右されるため冬に高い数値を示し、夏に
低い数値を示す傾向が見られます。
これまでの測定結果により、夏場は基準値（5㎎/L以上）を満たさない結果が、冬季は基準値を満たす傾向が続
いており今後の推移に注目したいと思います。

④大腸菌群（最確数法）【数値が「高い」ほど「汚れている」ことを示します。】
大腸菌などの微生物の増殖は一般的に水温に大きく影響されますので、冬季は菌数は少なく、水温が上昇する夏
季につれ数値が大きくなると考えられます。従って単年度での大腸菌群数の比較はあまり意味をなさず、経年的な変化
が重要になります。
2014年以降は比較的低い数値を示しています。
しかし、厚生労働省の「遊泳プール水質基準」では「検出されないこと」が求められており、この項目は測定を始めてか
ら一度も基準を満たす結果を得ていません。よって現時点では道頓堀川を泳ぐことは不適切といえます。

⑤一般細菌（JIS K0102）【数値が「高い」ほど「汚れている」ことを示します。】
④と同様に、一般細菌も増殖に水温が関係するため、水温の高い夏が一年を通じて最も高い数値を示します。その
ため単年度での一般細菌の比較もあまり意味をなさず、経年的な変化を観察していく必要があります。
一般細菌については2016年の2月までは冬季を除き、ほとんどの数値が厚生労働省の基準をはるかに上回る結果と
なっていました。2017年から2018年にかけて低い値が続いていました(原因は不明)が、2019年には再び基準値を上
回る結果となりました。また、採水地点・採水月によって基準値を満たすか否かのばらつきが大きく、改善傾向にあるとも
言えず、今後も引き続き動向を確認する必要があると言えます。また、現時点では道頓堀川を泳ぐことは不適切と言え
ます。

●総合評価
長期的な観測結果より、採水時の天候などの条件に違いはありますが、濁度やDOでは改善の傾向が見られ、
大腸菌群も低い値を維持しています。これは平成の太閤下水の供用、中浜下水処理場の超高度処理の導入
といった施設整備の成果と考えられます。しかしながら「遊泳できるかどうか？」といった観点では、いずれの項目も
その基準を満たしていないため、現時点で、道頓堀川は遊泳に適した川ではないと言えます。
本校では引き続き上記の項目について調査活動を続けていきますが、少しでも美しい道頓堀川となるよう、皆さ
んにもご協力をいただきたいと考えています。
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１。経時的変化（2004年7月～ 2023年2月までの合計74回）［濁度、ＢＯＤ、ＤＯ］

【基準値】
①濁度･･･環境省「生活環境の保全に関わる環境基準」:なし、厚生労働省「遊泳プール水質基準」:２度以下
②ＢＯＤ･･･環境省「生活環境の保全に関わる環境基準」:３mg/L以下（Ｂ類）、厚生労働省「遊泳プール水質基準」:なし
③ＤＯ･･･環境省「生活環境の保全に関わる環境基準」:５mg/Ｌ以上（Ｂ類）、厚生労働省「遊泳プール水質基準」:なし



【基準値】
環境省「生活環境の保全に関わる環境基準」：5、000MPN/100mL以下（Ｂ類）
厚生労働省「遊泳プール水質基準」：検出されないこと

２。経時的変化（2004年7月～ 2023年2月までの合計74回） ［大腸菌群］

環境基準

環境基準

環境基準



３。経時的変化（2004年7月～2023年2月までの合計74回） ［一般細菌］

【基準値】
環境省「生活環境の保全に関わる環境基準」：基準なし
厚生労働省「遊泳プール水質基準」：200CFU/mL以下
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環境基準
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